
み
ち
の
く
に

愛
宕
天
狗
が
舞
い
降
り
る

　

２
月
23
日
、
全
国
に
約
９
０
０
あ

る
愛
宕
神
社
の
総
本
山
や
各
地
の
愛

宕
神
社
・
愛
宕
山
の
信
仰
を
平
成
14

年
か
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
る
「
京

都
愛
宕
研
究
会
」（
八や

木ぎ

透と
お
る

会
長
）

主
催
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み
ち
の
く
に
愛
宕
天

狗
が
舞
い
降
り
る
」
が
京
都
府
亀
岡

市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
約
４
０
０
年

前
、
伊
達
政
宗
の
命
で
白
石
城
二
代

城
主
・
片
倉
小
十
郎
重し
げ

綱つ
な

（
後
に
重し
げ

長な
が

と
改
名
）
が
、
大
坂
夏
の
陣
で
戦

勝
成
就
し
た
お
礼
と
し
て
元げ
ん

和な

元

（
１
６
１
５
）
年
に
京
都
愛
宕
山
に

奉
納
し
た
絵
馬
を
復
元
し
、
被
災
地

の
復
興
と
再
生
を
応
援
し
よ
う
と
同

会
が
企
画
。
東
日
本
大
震
災
を
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
と
、
長
編
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
３
月
11
日
を
生

き
て
〜
石
巻
・
門
脇
小
・
人
び
と
・

こ
と
ば
」
の
上
映
で
幕
を
開
け
、
そ

の
後
、　

映
像
と
舞
台
で
構
成
さ
れ

た
時
代
劇
「
愛
宕
天
狗
〜
戦
国
武
将

が
賭
け
た
思
い
は
〜
」が
行
わ
れ
た
。

　

構
成
劇
で
は
、
本
市
の
す
ま
ｉい

る

大
使
山
崎
バ
ニ
ラ
さ
ん
と
、
白
石
戦

國
武
将
隊
奥
州
片
倉
組
の
片
倉
小
十

郎
重
長
、
真
田
幸
村
が
初
共
演
。
バ

ニ
ラ
さ
ん
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
伊

達
政
宗
が
徳
川
家
康
の
上
杉
討
伐

に
、
初
代
片
倉
小
十
郎
景か
げ

綱つ
な

と
と
も

に
出
陣
し
、
上
杉
が
守
り
を
固
め
る

白
石
城
に
襲
い
か
か
っ
た
「
白
石
城

の
戦
」
で
、
17
歳
の
若
武
者
片
倉
重

綱
の
初
陣
の
様
子
な
ど
を
活
弁
し

た
。
ま
た
、
大
坂
夏
の
陣
で
戦
っ
た

宿
敵
、
真
田
幸
村
の
娘
・
阿お

梅う
め

を
片

倉
小
十
郎
重
綱
が
正
室
に
迎
え
、
戦

国
時
代
に
終
止
符
を
打
つ
活
弁
に

は
、
片
倉
組
の
２
人
も
登
場
し
、
会

場
を
沸
か
せ
た
。

　

ま
た
、
本
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
の
櫻さ
く
ら

井い

和か
ず

人と

主
査
は
、
初
代
片

倉
小
十
郎
景
綱
は
神
主
の
息
子
で

あ
っ
た
が
、
政
治
や
軍
事
、
特
に
外

交
面
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
、
伊

達
政
宗
の
信
頼
を
勝
ち
得
て
慶
長

７
（
１
６
０
２
）
年
に
白
石
城
主
に

な
っ
た
こ
と
や
、
片
倉
小
十
郎
重
綱

は
甲
冑
の
前
立
て
に
愛
宕
神
社
の
御お

札ふ
だ

「
愛
宕
山
大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

守し
ゅ

護ご

所し
ょ

」
を
掲

げ
る
ほ
ど
、
愛
宕
山
へ
の
信
仰
を
も

つ
武
将
だ
っ
た
こ
と
を
説
明
。
大
坂

夏
の
陣
の
出
陣
で
は
、
馬
上
の
家
臣

60
人
が
「
愛
宕
山
大
権
現
守
護
所
」

の
前
立
て
を
付
け
、
そ
れ
に
続
く
百

人
の
侍
も
、
背
中
に
「
愛
宕
山
大
権

現
守
護
所
」
の
文
字
が
入
っ
た
羽
織

を
着
て
出
陣
す
る
ほ
ど
、
篤
い
信
仰

を
も
つ
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、「
京

都
愛
宕
研
究
会
」
の
八
木
会
長
が
愛

宕
神
社
に
あ
る
絵
馬
の
２
分
の
１
の

大
き
さ
の
復
元
絵
馬
を
、
平
成
25
年

度
に
本
市
に
寄
贈
す
る
約
束
手
形
を

風
間
市
長
に
手
渡
し
た
。

　

八
木
会
長
は
、「
元
和
元
年
に
片

倉
小
十
郎
重
綱
が
『
戦
い
に
打
ち
勝

つ
』
た
め
に
東
北
か
ら
京
都
の
愛
宕

山
に
願
を
懸
け
、
成
就
し
た
絵
馬
を

復
元
し
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
東
北
の
皆
さ
ん
が

『
困
難
に
打
ち
勝
つ
』
た
め
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

『
い
ま
、
京
都
か
ら
東
北
へ
』
立
願

成
就
の
復
元
絵
馬
を
贈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
２
分
の
１
の
大
き
さ
の
復

元
絵
馬
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
こ
の

思
い
を
少
し
で
も
早
く
東
北
に
届
け

る
た
め
、
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
の
下

絵
を
基
に
布
地
に
複
製
し
た
ス
ク

リ
ー
ン
絵
馬
を
約
束
手
形
と
し
て
白

石
市
に
贈
呈
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま

す
」
と
復
元
絵
馬
に
込
め
た
思
い
を

話
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
入
場
料
収
入
は

す
べ
て
、絵
馬
復
元
に
充
て
ら
れ
た
。

片
倉
家
が
奉
納
し
た
絵
馬
が

４
０
０
年
の
時
を
経
て　

京
都
か
ら
東
北
の
地
へ

1_3月12日、鵜飼事務局長がスクリーン絵馬を寄贈　2_2月23日、すまｉる大使のバニラさ
んと片倉組が初共演　3_映像と舞台で構成された時代劇で活弁をするバニラさん　4_白石温
麺などをＰＲする佐藤清治製麺の佐藤代表　5_2月24日、10Kgを超える甲冑を身にまとい愛
宕山を登った片倉組の真田幸村と片倉小十郎重長。愛宕神社本堂の絵馬の前で記念撮影

困
難
に
打
ち
勝
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
を
東
北
へ

　

３
月
12
日
、「
京
都
愛
宕
研
究
会
」

の
鵜う

飼か
い

均ひ
と
し

事
務
局
長
と
、
会
員
の
大お
お

ケが

谷や

宗そ
う

一い
ち

さ
ん
、
松ま
つ

山や
ま

秀ひ
で

行ゆ
き

さ
ん
の

３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
ス
ク
リ
ー

ン
絵
馬
を
風
間
市
長
に
手
渡
し
た
。

本
市
に
寄
贈
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
絵

馬
は
、
横
２
８
０
㎝
、
縦
１
９
６
㎝
。

愛
宕
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
絵
馬

が
長
年
の
歳
月
で
図
柄
な
ど
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
、
宮
城
県
図
書
館

所
蔵
の
下
絵
か
ら
複
製
さ
れ
た
。
図

柄
は
、
愛
宕
山
に
住
む
日
本
一
の
天

狗
と
さ
れ
る
烏か
ら
す

天て
ん

狗ぐ

「
太た

郎ろ
う

坊ぼ
う

」
が

袈け

裟さ

を
ま
と
い
、
錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

を
手
に
神
と

さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
に
乗
る
様
子
が
描

か
れ
、
か
つ
て
の
愛
宕
信
仰
を
象
徴

す
る
図
柄
だ
と
い
う
。

　

贈
呈
式
で
風
間
市
長
は
、「
白
石

城
も
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
昨
年
復
旧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
復
元
絵
馬
の
寄
贈
は
、

白
石
城
に
新
た
な
魂
が
入
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
史
実
が
縁
で
つ
な
が

り
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

ス
ク
リ
ー
ン
絵
馬
は
、
白
石
城
歴
史

探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
１
日
も
早
く
白
石

城
に
復
元
絵
馬
が
届
く
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
た
。

２

３４

5 １

　片倉小十郎重綱が戦勝祈願成就
の絵馬を奉納して398年。その後、
寛文６（1666）年に三代目片倉
小十郎景

かげ

長
なが

、そして、寛政 12
（1800）年に八代目片倉小十郎村

むら

典
つね

によって再奉納されました。村
典が奉納した絵馬が現在愛宕神社
に掲げられている絵馬です。残念
ながら現在その図柄は、長い間に
風化して見えにくくなっています
が、この絵馬は、片倉家の皆さん
をはじめ、時の為政者や戦国武将、
愛宕山の崇敬者の皆さんによって

現在まで守られてきた、東北と京都を結ぶ絆を今に示す重要
な文化財です。

気持ちを形に！  絵馬復元で復興支援

京都愛宕研究会　事務局長

鵜
う

飼
かい

　均
ひとし

 さん

　京都愛宕研究会では、「東日本大震災復興支援プロジェク
ト」と題し、かつて片倉小十郎が京都の愛宕神社に奉納し
た絵馬を「困難に打ち勝つシンボル」として被災された方々
の心の支えとなるよう願い、復元して東北に届け、心の支
えと、被災地の復興と再生に向けた取り組みなどを行って
いきたいと考えています。
　平成 25年度中には、奉納者片倉小十郎の本拠地白石市へ
２分の１の大きさの復元絵馬を寄贈します。さらに平成 27
年５月 24 日には、初代の絵馬が奉納されて 400 年という
記念の日を迎えます。記念の日に向かって実物大の絵馬の
復元を目指して、イベントや会のホームページで寄付を募
るなど、積極的に活動を行っていきたいと思っています。
　このプロジェクトが東日本大震災復興支援の一助となれ
ば幸いです。
●ホームページＵＲＬ　http://kyotoatago.org/
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白石城二代城主・片倉小十郎重綱が
京都の愛

あた

宕
ご

神社に絵馬を奉納した史実が縁


